
＜ 歳 入 予 算 ＞ 

本市歳入の根幹である市税は、前年度に比べ 52 億円の増、歳入予算全体の 47.2％を占める

3,015 億円となっています。また、前年度に比べ、京浜急行大師線連続立体交差事業の進捗な

どにより国庫支出金が 48 億円の増、義務教育施設の再生整備・予防保全の進捗などにより 

市債が 76 億円の増などとなっています。 

 市  税 3,015 億円（＋1.8％）   

税率引下げの平年度化により法人市民税が 8 億円の減となるものの、納税者数の増加、

所得の増加により個人市民税が 32 億円の増、家屋の新増築等により固定資産税が 21 億円

の増、同じく都市計画税が 6 億円の増となり、市税全体では前年度に比べ 52 億円の増とな

っています。 

３  一般会計予算案の概要 

-5-



  交 付 金 317 億円（△3.1％）   

暦の影響等で納付額が増加した前年度と比較し、地方消費税交付金が減となることなど

から、前年度に比べ 11 億円の減となっています。なお、消費税率引上げによる増収分は全

て「社会保障４経費」のうち、医療、介護、子育ての分野に該当する事業に充てています。 

（115 ページ参照） 

  国庫支出金 1,097 億円（＋4.6％）   

子育て世帯臨時特例給付金の終了による減や、王禅寺処理センター資源化処理施設建設

工事の完了による減があるものの、京浜急行大師線連続立体交差事業の進捗による増や、

保育受入枠の拡大による子どものための教育・保育給付費負担金の増などにより、前年度

に比べ 48 億円の増となっています。 

  繰 入 金 349 億円（＋18.2％）   

財源対策のための新規借入れに伴う減債基金借入金の増や、産学交流・研究開発施設整

備事業用地の取得による公共用地先行取得等事業特別会計繰入金の増などにより、前年度

に比べ 54 億円の増となっています。 

  市  債 592 億円（＋14.7％）   

義務教育施設の再生整備・予防保全の進捗、産学交流・研究開発施設整備事業用地の取得、

及び京浜急行大師線連続立体交差事業の進捗などにより、前年度に比べ 76 億円の増となっ

ているものの、昨年度に引き続き、500 億円台の低い水準となっています。 

また、一般会計における市債の 28 年度末の現在高見込額は※8,643 億円で、市民一人当た

りでは 58 万 6,517 円となります。（140 ページ参照） ※減債基金積立金控除後の金額 

  そ の 他 683 億円（△3.3％）   

預託金の見直しによる間接融資制度貸付金収入の減による諸収入の減などから、前年度に

比べ 23 億円の減となっています。 

市税収入の確保に向けた取組 

市税収入確保対策の推進により、2６年度の

市税収入率は 97.７％へ向上し、収入未済額を

約６１億円まで減少させることができました。 

 2８年度においては、財政局収納対策部（新

設）と市税事務所が一丸となって、初期未納者

対策の強化などに取り組み、市税収入率をさら

に向上させ、市民負担の公平性と財源の確保に

努めていきます。（37 ページ参照） 

市税収入率・収入未済額の推移 
収入未済額 

(億円) 

市税収入率 

(見込み)   (予算) 
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＜歳 出 款 別 （目 的 別 ）予 算 ＞ 

歳出予算を款別（目的別）に見ると、健康福祉費が全体の 21.9％を占める 1,397 億円とな

っているほか、こども未来費が 954 億円（14.9％）、公債費が 736 億円（11.5％）、国民健康

保険事業や介護保険事業などに対する諸支出金が 681 億円（10.7％）などとなっています。 

※ 28 年度の組織改正に伴い、市民文化費は市民費から、こども未来費はこども費から、 

それぞれ名称変更しています。 

 こども未来費 954 億円（＋4.4％）   

子育て世帯臨時特例給付金事業の終了による減があるものの、保

育受入枠の拡大による民間保育所運営費の増や、通院助成の対象年

齢拡大による小児医療費助成事業費の増などにより、前年度に比

べ 40 億円の増となっています。 

 健康福祉費 1,397 億円（＋1.6％）   

臨時福祉給付金事業の制度変更や、中部リハビリテー

ションセンター整備の進捗による減があるものの、障害

福祉サービス利用者の増による障害者（児）介護給付等

事業費の増や、生活保護費の増、後期高齢者医療負担金

の増、がん検診事業費の増などにより、前年度に比べ 21

億円の増となっています。 
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 環 境 費 191 億円（△16.3％）   

耐用年数を迎えた廃棄物関係車両の更新等によ

る増などがあるものの、王禅寺処理センター資源

化処理施設建設工事の完了などにより、前年度に

比べ 37 億円の減となっています。 

 建設緑政費 338 億円（＋26.9％）   

向ヶ丘遊園駅周辺自転車等駐車場施設工事や、富士見公園整備

の進捗による減があるものの、京浜急行大師線連続立体交差事業や、

等々力硬式野球場改築工事の進捗などにより、前年度に比べ 72 億

円の増となっています。 

 港 湾 費 122 億円（＋22.0％）   

臨港道路東扇島水江町線整備の進捗や、老朽化した巡視船の 

新造などにより、前年度に比べ 22 億円の増となっています。 

 消 防 費 172 億円（△10.2％）   

航空隊庁舎の整備及び消防情報通信高度化事業の進捗による増があるものの、ヘリコプ

ター「そよかぜ２号」更新の完了や、消防訓練センター（宮前区犬蔵）敷地内への緊急消

防援助隊活動拠点整備の完了などにより、前年度に比べ 19 億円の減となっています。 

 教 育 費 494 億円（＋15.0％）   

中学校完全給食の実施に向けた、給食センター用地取得の完了に

よる減があるものの、義務教育施設の再生整備・予防保全の進捗な

どにより、前年度に比べ 64 億円の増となっています。 

 諸 支 出 金 681 億円（＋5.9％）   

既借入分償還元金の減により減債基金繰出金が減となるものの、下水道事業会計繰出金

の増、一般療養給付費の増加による国民健康保険事業会計繰出金の増、介護サービス費の

増加による介護保険事業会計繰出金の増などにより、前年度に比べ 38 億円の増となってい

ます。 

王禅寺処理センター ※完成予定のイメージです。

  ※新造船のイメージです。 
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＜ 歳 出 性 質 別 予 算 ＞ 

歳出予算を性質別にみると、人件費・扶助費・公債費の「義務的経費」は、歳出予算の

52.6％にあたる 3,363 億円となっています。 

また、公共施設の整備などの「投資的経費」は、15.4％にあたる 984 億円、委託料や補助

金、繰出金などの「その他の経費」は、32.0％にあたる 2,043 億円となっています。 

 義 務 的 経 費 3,363 億円（＋3.2％）  

人件費は、期末勤勉手当の増や共

済費の増などにより、前年度に比べ

7 億円の増、扶助費は、待機児童対

策の継続的な推進や障害福祉サービ

ス利用者の増加などにより、前年度

に比べ 98 億円の増で、義務的経費

全体としては、前年度に比べ 103 億

円の増となっています。 

なお、歳出予算に占める義務的経

費の割合は 22 年度以降 50％を超え、

28 年度予算では 52.6％となってい

ます。 
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【人件費】 

期末勤勉手当の増や共済費の増などにより、前年度に比べ 7 億円増（＋0.8％）の 951 億円

となっており、人件費比率は 14.9％となっています。

【扶助費】 

待機児童対策の継続的な推進による民間

保育所運営費や民間保育所入所児童処遇改

善費の増などにより、扶助費は年々増加し、

前年度に比べ 98 億円増（＋6.2％）の 1,680

億円となっています。 

なお、扶助費予算額が当初予算に占める

割合は 26.3％となり、４分の１を超える割

合となっています。 

【公債費】 

利子の減により、前年度に比べ 2 億円減

（△0.3％）の 732 億円、占める割合は

11.4％となっています。 

 投 資 的 経 費 984 億円（＋11.8％）   

王禅寺処理センター資源化処理施設建設工

事の完了や、給食センター用地取得の完了に

よる減などがある一方、義務教育施設の再生

整備・予防保全の進捗や、京浜急行大師線連

続立体交差事業の進捗などにより、前年度に

比べ 104 億円増の 984 億円、占める割合は

15.4％となっています。 

 その他の経費 2,043 億円（△0.3％）   

がん検診事業費の増による物件費の増、下水道事業会計への出資金の増などがある一方

で、間接融資事業の減による貸付金の減や、国勢調査の終了による補助費等の減などによ

り、前年度に比べ 6 億円減の 2,043 億円、占める割合は 32.0％となっています。また、そ

の他の経費に含まれる繰出金は、国民健康保険事業特別会計及び介護保険事業特別会計へ

の繰出金の増などにより、前年度に比べ 30 億円増の 348 億円、占める割合は 5.4％となっ

ています。 

※端数処理（四捨五入）の関係で、合計額が一致しないことがあります。

再生整備モデル実施：西丸子小学校（昇降口） 
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